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野口悠紀雄先生（一橋大学）の「超整理法入門」は文字通

り超ベストセラー本である（参考文献1）。本誌の読者の中にも熱

烈な支持者がいるかもしれない。かく言う私も、94年3月に勤務

先のソフトウェア研究所が港区から武蔵野市に移転したのを契機

に超整理法を実行している。

【超整理法の簡単紹介】

文献1の説明に基いて私なりに「超整理法」を図解してみた

（図1）。まず超整理法を適用する資料を角型二号のサイズの封筒

に入れる。図で長方形が並んでいるのは封筒の横面のつもりであ

る。封筒の大きさが角二に統一されていることが肝要である。色

模様などはバラバラでも差し支えない。その他の詳細なノウハウ

はここでは大胆に省略。

さて、従来の整理法ならば封筒を分類して並べるところである

が、超整理法では封筒を単純に資料の作成順に並べる。図では

右（古い）から左（新しい）の順になっている。そして一番重要

な注意は、使った資料を決して元に戻さないことである。使った

資料を図の左に戻す。つまり一番新しい資料と見なすわけである。

この注意を守るのが結構難儀である。我々は子供の時分から

「遊んだオモチャは元のところに戻しなさい」と言われてきたし、

図書館では「元の棚に返却せよ」と教育されてきた。その教えに

背くわけである。優等生ならば、つい元に戻してしまう。

そこを我慢して左に戻すことができれば、驚くべき効果が現われ

る。つまりよく使われる資料はより左側に滞留する。あまり使われ

ない資料は、次々に到着する新しい資料に押されて右側に寄って

いく。右端にはしばらく使われなかった資料が溜るわけである。だ

から資料を捨てるには右端から捨てればよい。左側に近い封筒は

まだ使う可能性が高い。超整理法とは資料を捨てる方法である。

【LRU】

LRUというのは耳慣れない用語かもしれない。Least Recent-

ly Usedという単語の頭文字を取ったものである。うまく邦訳す

るのは難しい。文献2では「最長時間未使用」と訳している。つ

まり「あまり最近は使われない」という表現の最上級である。こ

のLRUというのは、元来はコンピュータ内部の仮想記憶やキャッ

シュ記憶などの制御に用いる方法である。どちらの場合でも話は

似たようなものなので、ここではキャッシュ記憶の説明をする。

キャッシュ（cache）というのは「隠し場所、貯蔵所」という

意味でcash（現金）とはスペルが違う。コンピュータの内部構

造を簡略化して図示すると図2のようになる。図の上部には演算

部がある。下部には主記憶つまりメモリがある。その中間にキャ

ッシュ記憶がある。キャッシュは主記憶よりも高速なメモリ素子

を使用するのでアクセス速度が速い。そのような部品は高価なの

でキャッシュ記憶の容量は主記憶よりも小さい。

主記憶に格納されているデータのうちで、頻繁に使われるもの

を選んでキャッシュ記憶にコピーしておくと、コンピュータの実効

速度が向上する。しかしキャッシュの容量には限度があるので、

すべてのデータを保持することはできない。そこで活躍するのが

LRUである。キャッシュの中で最近あまり使われなかったデータ

は、今後もあまり使う見込みがないと推定される。そのデータの

領域を新しく必要になったデータと入れ換える。

このキャッシュのLRUと超整理法は同じ動作である－－といい

たいところだが、ちょっと違う。キャッシュでは封筒のような並べ

換えをしない。本気でLRUを使うためには、使用時刻の記録を

取って毎回どれが古いかを比較する必要がある。そんなことをし

ていると処理時間がかかってしまう。キャッシュの動作が遅くな

るのでは、本末転倒である。だから実際のキャッシュでは厳密に

時刻まで記録するような例は少ない。これに比べると超整理法で

は使用時刻の順序に封筒を入れ直すのであるから、忠実なLRU

を実現しているといえる。封筒はコンピュータよりも強い。

【キャッシュの社会化】

本来はキャッシュには隠すという意味があって、実際にコンピ

ュータの内部に隠れていた。しかし今日のネットワークにおいて

は、WWWの仲介をするサーバー（佐藤豊氏のdelegateが有名）

にキャッシュ機能があり、頻繁にアクセスされるWEBのページが

仲介サーバーにキャッシュされる。ちょうど図2の構造の各要素

が別々のコンピュータで分担されるようなものだ。こうなるとキャ

ッシュも社会の表舞台に登場してくる。筆者のような計算機屋に

とっては、コンピュータ内部の微細構造が世の中に踊り出たよう

に思えて、とても面白い。
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図1 超整理法の簡単図解 図2 コンピュータの内部構造
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